
 後輪用制動灯スイッチのスイッチケースの成型が不適切なため、内部の可動接点が
作動領域を超えて戻らなくなり、制動灯が常灯となるおそれがある。また、そのまま
の状態で使用を続けると、制動灯の電球ソケットが溶損して導通不良となり、点灯し
なくなるおそれがある。 

改 善 箇 所 説 明 図 ② 

改善の内容 
 全車両、制動灯の点灯状態を点検し、常時点灯または点灯しない場合は、後輪用制動
灯スイッチを良品と交換するとともに、制動灯の電球ソケットおよび電球を新品と交換
する。それ以外の場合は、制動灯スイッチを良品と交換する。 

注：      は交換部品を示す。 

識別：車台番号打刻部付近に赤色の識別ラベルを貼付ける。 
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